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1 文化人類学 〇 15
異文化理解や、巡礼、祝祭について講義した。Googleマップを利用した
学修成果の地図化などを取り入れ、履修者同士の「つながり」を促進さ
せた。

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研
究C）

地域資源を活用した住民による家
族参加型アドバンス・ケア・プラ
ンニング研修の効果

研究分担者

単著
『月刊へんろ』2023年2月
号

○浅川泰宏 2023.2

研究代表者 2021.4～2025.3

２．競争的資金等の研究
競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研
究C）

オンライン化がもたらす巡礼文化
の変容に関する宗教民俗学的研究

2022.10

観音巡礼のフィールドワークからの逆照射
―四国遍路と比較巡礼研究

単独

愛媛大学四国遍路・世界の
巡礼研究センター公開講演
会・シンポジウム(於愛媛大
学・オンライン)

○浅川泰宏 2022.10

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補
助金（基盤研究B）

霊場資料学の構築と霊場文化の解
明による四国遍路の総合的研究

研究分担者 2020.4～2025.3

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月
「四国遍路と世界の巡礼～愛大研究セン
ター通信：令和三年坂東丑歳疫病退散祈願
巡礼」

観音巡礼のフィールドワークからの逆照射
―四国遍路と比較巡礼研究

単著 あり 浅川泰宏 2023.03
四国遍路と世界の巡

礼第8号, pp.2-13
（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

（４）その他

家族参加型アドバンス・ケア・プランニン
グ研修プログラムの評価（第1報）

共同
日本エンドオブライフケア
学会第5回学術集会

○山岸直子，山口乃生子，會田みゆき，島
田千穂，畔上光代，河村ちひろ，星野純
子，浅川泰宏，佐瀬恵理子

（１）著作

新しいIPWを学ぶ 共著 あり 中央法規、294ページ 埼玉県立大学編 2022.04
（２）論文

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

研究分野 文化人類学、民俗学、宗教学
学位 博士（社会学）

学歴
1997年3月慶應義塾大学総合政策学部卒業、2000年3月慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科修了、2003年3月慶應
義塾大学大学院後期博士課程単位取得退学

氏名 浅川泰宏 部署 共通教育科 職名 准教授

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2008年4月埼玉県立大学保健医療福祉学部講師、2013年4月埼玉県立大学保健医療福祉学部准教授

所属学会（役職）
日本文化人類学会、日本民俗学会、日本宗教学会、「宗教と社会」学会、徳島地域文化研究会、日本エンドオブケア学
会

１．研究業績

2020.4～2023.3

2021年度サントリー文化財団研究助成
「学問の未来を拓く」

日本の伝統文化『折る・結ぶ・包
む』で知る立体の手触り

研究分担者 2021.8～2023.7
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1 該当なし
受賞名 主催 受賞年月

全学的委員会及びセンター業務等 高等教育開発センター所員 2019.04～現在
学科等における委員会等 教養科目担当者会会長 2019.04～2023.03

５．学内運営
項目 内容 期間

地域貢献活動 千間台西連合自治会 自治会誌『くすのき』第142号に「山なし県で山歩き」を寄稿した 2022.09

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

（３）ジャーナリズムでの発言
メディア等の名称 内容 年月

埼玉県立保健医療福祉学会 編集委員 2018.4～現在

（４）その他
項目 相手方等 内容 期間

朝日新聞愛媛版 愛媛大学での公開講演会・シンポジウムでの講演に関する取材協力。 2022.10

（２）国、自治体、学術団体等における委員等
国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

夢ナビVIDEO 株式会社フロムページ つながりの文化を未来につなぐ：四国遍路の接待 2022.07
夢ナビLIVE 株式会社フロムページ オンライン研究室訪問 2022.10

明治大学情報コミュニケーション学部兼任
講師

2022.4~2022.9 宗教学を15コマ担当した。

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

晃陽看護栄養専門学校非常勤講師 2022.4~2022.6 社会学を15コマ担当した。

該当なし 主指導 名 副指導 名
（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

（４）論文指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

該当なし

該当なし

（２）演習
演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

埼玉研究 〇 8
民俗学、生物学、地理学、環境化学から地域を考察するオムニバス講義
を運営した。ポスターセッションでオンラインで実施した。

宗教学 〇 15
死者供養、他界観、巡礼などの宗教文化を講義した。地域社会と遠隔聖
地の調査を通して学生の主体的な学びを促した。

民俗学 〇 15
年中行事や民俗宗教などの日本の民俗を講義した。地域の民俗を取り入
れた七夕飾りの作成を課題とし、学修成果を学内公開するなど、学生の
主体的な学びを促した。

生物学(小林教授)、哲学(髙村准教授)と文化人類学の視点から人間像の多
様性についての講義を行った。

スタートアップ・セミナー 15 オリエンテーションとキャンパスツアーの教材作成を担当した。

助産業務管理 1 「わが国の産育習俗」を担当した。

総合文化研究A 〇 8
日本の近現代の地域文化を四国遍路を題材に検討した。学生自身の主幹
階層での学びの活用を促し総合的養成に努めた。

教養ゼミナール 〇 30
前期は年中行事と食の民俗、後期は聖地巡礼をテーマとし、フィールド
ワークやプレゼンテーションなどの実践的な指導を行った。

人間の探求 8
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該当なし
８．特記事項

該当なし

７．特許の取得
特許名 特許番号 登録年月
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